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ERG計画では、ジオスペース赤道面における総合観測を世界で初めて実現し、宇宙嵐でのジオスペースの大変動とそれに伴

 

う相対論的粒子生成の物理プロセスを探ることを目的としている。この過程においては、赤道面におけるERG衛星による総合

 

観測と、加速のプロセスを再現するモデリング・シミュレーションに加えて、グローバルな「場」の変動を把握することが本質的

 

に重要である。このため、ERG計画では、近年急速に発達してきた地上観測ネットワークとERG衛星を動的に結合することが

 

考えられている。本講演では、地上多点ネットワークにおける磁場・電場・光・電波計測によるジオスペースのグローバルな場

 

の把握の可能性と、いくつかの加速プロセスが提案されている放射線帯粒子生成メカニズムの解明においてこれらのネット

 

ワーク観測が果たす役割について議論する。
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ERGプロジェクトは、ＥＲＧ衛星、地上ネットワーク

 

観測、理論・モデリングからなる。
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地上ネットワーク観測は、ジオスペースを磁力線

 

に沿って電離圏に投影した２次元像を与える。

SuperDARNレーダーネットワーク
(北海道・King Salmon・昭和基地は日本が保有）

SuperDARNレーダーネットワークは、プラズマ対流のグローバルな分

 

布（左図）を与えることができる。右図は、モデリングで得られた磁気圏

 

のプラズマ対流パターン。

九州大学によるMAGDAS地上磁場観測ネットワーク。

九州大学の磁力計ネットワークで得られた電

 

離圏電流のグローバル２次元分布。

地球の３カ所の経度で同時に得られた、磁気嵐に伴うPc5帯

 

地磁気脈動の変化。この地磁気脈動はグローバルな放射線

 

帯粒子加速を引き起こす。

名古屋大学が保有する超高層大気イメージングシステ

 

ム（ＯＭＴＩｓ）の光学観測ネットワーク。

カナダの全天カメラと磁力計で同時に観測されたサブオーロラ帯のオーロラアークと、それに一対一対応する１Ｈｚ付近のＥＭＩＣ波

 

動（右図）。左図はこの観測から推測される、内部磁気圏でのリングカレントとプラズマ圏の相互作用によるＥＭＩＣ波動とそれに伴

 

う粒子降り込みの模式図(Sakaguchi et al., 2008)。

630.0 nm

557.7 nm

486.1 nm

dH/dt
0.1-32Hz

Meanook X,Y,Z magnetic field

オーロラ
アーク

ＥＭＩＣ波動

北海道母子里観測所の誘導磁力計で観測さ

 

れたPc1地磁気脈動のスペクトルと偏波方

 

向（北からの角度）の周波数特性。この偏波

 

方向の解析から、EMIC波動のソースの位置

 

の推定を行うことが可能になる(Nomura et 
al., 2011)。

カナダに設置される予定のVLF波動

 

観測アンテナのテスト風景。

SuperDARN radar 
at King Salmon 

放射線帯電子の加速・消失に寄与するホイッス

 

ラー波動とEMIC波動（Summers et al.., 1998)。

NICTによる地上磁場・レーダー観測ネットワーク。

ERG衛星の1年間の軌

 

道を磁力線を通じて地上

 

にマップしたフットプリント。

 

トロムソ、昭和基地など

 

主要な地上観測拠点の

 

上空を通過する。
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